
- 3 - 
 

前号に引き続き、合格体験記をご紹介しますので、受験へのご参考にされてはいかがでしょうか。 

 

 

 

先輩から受けた筆記試験の添削指導が効果 

船田 征 
平成22 年度「空間情報総括監理技術者」合格 大阪府在住 

◆受験動機 

カーナビや GPS 携帯の普及など，地理空間情報は我々の日常生活に不可欠なほどに浸透し

ています。このような地理空間情報の活用は，日々進歩する計測技術や情報端末機器の発展に伴い，今後ますます高度化

が進むものと思われ，その可能性は無限に広がります。 

空間情報総括監理技術者認定試験の受験資格が得られた本年，私は G 空間社会実現の一助となりたく，現在の職場が

有する地理空間情報技術やコンサルティング技術を，主体的に社会へ応用活用していきたいと思い，空間情報総括監理技

術者を目指すことにしました。また，提案型業務発注形態への変化に追従することも重要な要素であり本試験を受験しま

した。 

◆合格に役立った勉強方法 

試験勉強は，これまで自分が経験してきた専門分野に関わる地理空間情報技術の活用事例を中心に，他分野での活用事

例へと裾野を広げて情報収集することから始めました。日常業務では，専門分野に特化しがちで，なかなか他分野での活

用に目を向ける機会が少ない状況でしたが，これにより新たな発見と専門分野への多角的な応用性が沸いてきました。 

他分野での活用事例は，末尾に記載した参考図書をもとに，インターネットや専門誌へとその内容を深めていきました。

また，様々な技術展示会への参加は，多岐にわたる専門技術を間近に見学することができ有益な学習の場となりました。

さらに，日常的には専門機関誌や新聞の購読が，タイムリーかつ社会的話題性の大きい技術動向を，わかり易く自然に吸

収できる勉強方法となりました。 

また，自己学習に加え，職場での勉強会が大変役立ちました。勉強会では，試験に関わる情報共有をはじめ，先輩技術

者より筆記試験に向けた添削指導を受けました。これにより，勉強会は受験に対するモチベーションを向上する良い場と

なったと思います。 

◆学習にかけた時間 

具体的な試験勉強は，受験資格の得られた今年の春からになります。特別な学習時間は設けませんでしたが，日々の生

活場や職場での日常業務において，常に地理空間情報分野に対し敏感でいることを心掛けました。 

◆受験を目指す方へ伝えたい合格のポイント 

空間情報総括監理技術者認定試験は，他の資格試験と異なり，筆記試験では文章的な記憶力を必要としません。むしろ，

これまでの蓄積された技術資料を積極活用し，社会が求めるニーズへの対応能力（提案能力）が求められます。このため，

「背景・課題・解決策・将来展望」といった表現構成を，様々な社会問題に照らして組み立てる訓練を行ったことが，試

験合格に繋がった一つのポイントだと思います。 

◆使用した参考図書 

受験にあたり，幅広く地理空間情報分野を見つめ直すことが必要と思い，次の図書を参考に知識を深めました。 

・実務者向け地理空間情報の流通と利用（日本測量協会） 

・空間情報分野の技術提案事例集（日本測量協会） 

・空間情報工学（日本測量協会）  ・プレゼンテーションの仕方（日本測量協会） 
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住んでいる街の防災状況を調べて，スライドを事前準備 

新井 瑞穂 
平成22 年度「空間情報総括監理技術者」合格 宮城県在住 

◆受験動機 

私は，砂防事業における土砂災害対策を主たる専門技術分野とする技術者です。砂防分野

では，航空レーザ測量やGIS など地理空間情報技術を活用する場面が増えてきています。こ

の傾向は，今後さらに強まると思われます。このような背景から，私は地理空間情報技術の理解促進及び，これらの技

術を用いたコンサルティングを行っていくため，この資格を取得したいと考えました。また，この資格は直属の上司が

取得しており，かつ，会社で取得を奨励していたこともあり，受験条件を満たした際には取得すべき資格であるという

認識もありま 

した。 

◆合格に役立った勉強方法 

筆記試験はデータの持ち込みが可能なため，過年度の試験問題を確認し，それを踏まえた解答（パーツを含む）を準

備しました。以下に問題ごとに準備した内容を紹介します。 

問題1 は，技術士二次試験の体験論文を書くつもりで，「課題・問題と，その解決策と成果および技術的な展望」に

ついてまとめるとともに，「成功例（創意工夫点），失敗例（原因と解決策）」についても整理しました。 

問題 2 は，空間情報技術に関する応用能力を確認されるため，新技術や政策の動向に対する知識や見識が問われま

す。そこで，日頃の業務で活用している空間情報技術を中心に，情報収集・整理を行いました。情報収集は，書籍やホ

ームページに加え，社内の技術報やナレッジマネジメント（プロポーザルの提案書など）を活用しました。特に，プロ

ポーザル等の提案書は，最先端技術や応用技術を記したものが多く，かつ，読みやすかったため非常に役に立ちました。 

問題 3 は，空間情報技術を活用した提案能力が問われます。解答はプレゼンテーション資料と位置づけられ，パワ

ーポイントを活用して 8 枚のスライドを作成することが求められています。この作成条件は，第 1 回試験（平成 17

年度）以降変わっていません。 

そこで，『課題・問題，解決策（方針・具体策），技術的特徴（展望）』という構成でスライドを準備しました。その

際，提案内容にリアリティを持たせるため，私の在住市に対し，本当に提案するつもりで，自身で選択したテーマ（防

災）に関する市の状況を調べ，その結果を踏まえ課題・問題を定めました。 

◆学習にかけた時間 

地理空間情報技術に係る業務やプロポーザル等の提案書づくりは，試験準備にもなっていたと思います。これらの時

間を除き，純粋に試験勉強に要した時間となると30～50 時間程度であったと思います（社内講習会1 回を含む）。試

験勉強に費やす時間をまとめて取ることは出来なかったため，勉強には仕事の移動時間など隙間時間を活用しました。 

◆受験を目指す方へ伝えたい合格のポイント 

試験は資料やデータを持ち込めるため，試験時間に余裕があると思っていましたが，

実際は全く余裕がありませんでした。予想できる問題に対しては，予め解答を準備し

ておくことを勧めます。 

◆使用した参考図書 

・空間情報分野の技術提案事例集（日本測量協会） 

・測量者のためのビジネス情報ファイル（日本測量協会） 

・会社で発行している技術報（For the Future） 

・空間情報関連のホームページ（国交省国土計画局GIS など） 

 

 


